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特別損失の計上特別損失の計上特別損失の計上特別損失の計上に関するお知らせに関するお知らせに関するお知らせに関するお知らせ    

 

 当社は、平成 26 年１月 24 日付にて「次世代 ERP システムの導入」ならびに「設備投資に

よる静岡工場および名古屋工場の減損処理」に伴う特別損失を計上することを決議いたしま

したので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．１．１．１．    次世代次世代次世代次世代 ERPERPERPERP システムのシステムのシステムのシステムの導入に伴う特別損失の発生およ導入に伴う特別損失の発生およ導入に伴う特別損失の発生およ導入に伴う特別損失の発生およびその内容びその内容びその内容びその内容    

コカ・コーラ事業向けに開発された次世代 ERP（Enterprise Resource Planning）システ

ム「Coke-One ※」の導入に伴い、現在使用しているシステムの使用料引き当て、および現

在開発中のシステム開発費用の開発中止に伴う損失引当および除却のため、減損損失 3,850

百万円を特別損失に計上することといたしました。 

    

※Coke-One：各国・地域のコカ・コーラボトラーで行われている業務プロセス、主要な  

コード体系および業務システムの標準化と高度化を推進するシステム 

 

２．２．２．２．    静岡工場、名古屋工場の稼働停止静岡工場、名古屋工場の稼働停止静岡工場、名古屋工場の稼働停止静岡工場、名古屋工場の稼働停止に伴うに伴うに伴うに伴う特別損失の発生およ特別損失の発生およ特別損失の発生およ特別損失の発生およびその内容びその内容びその内容びその内容    

新たな設備投資に伴い、更なる生産効率の向上を図るため、静岡工場および名古屋工場の両

工場で使用している機械及び装置、工具、器具及び備品等を除却し、減損損失 1,146 百万円を

特別損失に計上することといたしました。 

 

３．３．３．３．    今後の見通し今後の見通し今後の見通し今後の見通し    

この措置に伴う特別損失額の計上につきましては、平成 25 年 11 月 11 日付で発表した 

「平成 25 年 12 月期 第３四半期決算短信」に記載の平成 25 年 12 月期の連結業績予想に概

ねおり込み済みであり、本連結会計年度の当社グループ全体の業績に与える影響は、軽微

であります。 

 

以 上 


